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5)胆嚢固有筋層内癌 (pm 癌)の臨 床 病 理 学

的検討

片山 麻子 ｡渡辺 英伸
阿部 実 ･佐藤 正弘
野川 精 し新潟大学第一病ft臣

胆喪C')pm 癌12症例,微小 ss浸潤癌29症例を用い,

pm 癌は,早斯癌としてよいか.また,形態学的LT_どC1)

様な特徴があるか､検討した.

pm 痛12例には,静脈侵襲.神経浸潤,りン,i節転移

はなく,リソバ管侵襲が1例をこ認められ 予後調査可能

であった pm 癌9例は,食倒生存中であった.さらに,

pITl癌は,微小 ss浸潤癌に比べ,脈管授乳 神経浸潤.

りンべ節転移が低く.5牛革も.有意に良好であ一,た.

以上より,pm 癌は早期癌として妥当であろうと考えら

れた.

また, l型 卜で囲右~筋層-の浸潤を示している pm

癌では,固有筋層の引き上げ像を 4/5例に認め, 浸潤

部直上粘膜部観織塾が中～低分化であるものは 1/5例

であった.以上から,pm 癌の固有筋層-の癌浸潤には,

固有筋層の引き上げが,癌の分化渡より屯大き(関与し

ていることが考えられた.

61′､ムス//一における B()P誘発実験f】H.道症

に一.)いて

一胆石形成食の影響をこついて-
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(新潟大学第-外科)

(南部郷病院外科)

(町立巻病院外糾う

く目的)BOP誘発胆道藤癌に対する胆石形成食の影

響について検討した.く方法)ア過食雌-ムスタ-管,

I:対照群 (16匹).I_1:20ppm 濃度 BOl~)(N･････-Nitrol

形食で}Ⅲ群は谷村の胆石形成食で5週間飼食し,その

後市販の固形食をこ戻した,BOP含水は20遇摂取させた.

20--21遇で常殺し肝 ･胆管 ･胆兼を病理検索 Lた.く結

果＼11群:肝に蕪胞腺癌220b,胆管に異型上皮220,6.胆

嚢に異型上皮Li4%認められた.m群 :肝に嚢胞腺癌40%,

胆管に腺癌20%,胆嚢に腺癌200.,異型上皮80%認めr-_'

れた.〈結語〉胆石形成食は BOP誘発胆道澄痴発生に

関し捉進的作用を持つことが示唆された.
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7)胆石に対する休外衝撃波破砕療法の経験

佐藤 攻 ･平原 浩幸

謂 豊三二宕琵由麗嘉 璃 欝赤十字病院)

Eこ対する体外衝撃波破砕療法 (ESWL)の成績を報告す

象とした症例は胆喪結石8例,胆管結石5例の計13t軒で

あったが.この･')ち胆嚢結石2例,胆管結石3例は,十一一

バーチ-プルをジュールに内蔵それた超音波装置での胆

石描出ができない (親株の操作角度の限界)などの理由

で ESW1,.が施行できたか一･､た.実施された8例の効果

は,結石消失 1例,有効 (破砕片が 3mm 以下)2例,

効果不十分 (蔽砕片が 3mm 以上) 1例,破砕不能4

例 (2cm 以上のコ凍石2例を含む)であった,今後胆

石治療をこおいて,適応を限定 した ESWLは看周な治療

法となりうると考えられた書

･Lく ･十十 ､-:- ∴ :.二ヽ卜,一日itL汁･＼1t.ll.捕-､ :
Sもentの経験

I''･ !■: ､･､∴ ･

関板 輝夫 8篠原 敏弘 ( 同 内科)

胆道癌による閉塞性苗痘症例4例に GiallturC｡型

を施行した.全例.放射線照射を併用した.4例の内訳

は,肝内部胆管癌が1例.中下部胆管癌が2軌 胆管浸

潤を伴う限療病が1例であり,全例身性,平均年令は7竣

才であー.,た.

一期約をこぼ食倒で良好なドレナ-ジがえらわた.1例

のふ.経過中に再苫痕をきたLrTrliI)内療iこ変更した.

他の3例は現在あるいは死亡時まで黄疫の再発をみない.

4例LT)-̂ナント設置かL､)の無董痕期間の平均はL)llF】で

ある,愚老の QOLおよび経過観察の容易さよりき本

法はきわめて有周な胆汁 ドレナ-ジ法であると考えられ

る.

9)興味ある経過を示 した総胆管 狭窄症の 1侍り

- 宏信 欄 根 厚堆 く驚 爵県立富踊 院)
船越 和博 (信楽周病院内科)

症例は78歳男性.平成元年6月董痕を二‥Ⅰ三訴に当科入院.

各種検査および細胞診より慢性肝炎を合併した総胆管癌

による閉塞性黄位と診断した.ER上北)にて経過観察 し


